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受けている 230 名から無記名のアンケートを回収した（回収率 91.6%）。
文系学生は教養としての倫理教育をうけている学生で、147 名から無記名
でアンケートを回収した（回収率 90.1%）。前記 5 項目について学部問の
意識差について統計ソフト IBM SPSS Statistics 19を用いてクロス集計、
カイ二乗検定を行い p＜0.05 を有意差ありとした。その結果、家族の安楽
死については学部間で有意差があり、医学生は文系学生と比較し医師に安
楽死を依頼する学生は低率で、依頼しない学生が高率で、分からないとし
た学生が高率であった。自分自身の安楽死について医学生は医師に依頼す
る学生は低率で、依頼しない学生は差がなく、分からないとした学生は高
率であった。家族の延命処置の中止（尊厳死）では、医学生と文系学生間
で有意差を認めなかった。自分自身の尊厳死は、医学生は文系学生と比較
し、医師に依頼する学生は低率で、かつ依頼しない学生も低率で、分から
ないとした学生が高率であった。もし医師だったら安楽死・尊厳死の問題
にどう対処するかは、医学生は条件を満たせば尊厳死を実施すると、分か
らないが高率で、文系学生では安楽死を実施が高率で医学生と文系学生と
の間に明らかな差を認めた。法制化について、医学生は尊厳死の法制化を
望むが多く、文系学生では安楽死と尊厳死との法制化を「望む」と「望ま
ない」 二派に分かれた。以上より終末期医療における安楽死・尊厳死の
課題は医学生と一般人と同等と考えられる文系学生に考え方の相違があ
り、医学生は終末期医療における尊厳死や安楽死に対して「家族」「自分」
に関して医療処置を依頼しない傾向がある一方、判断に揺れている現状が
明らかとなった。文系学生は一定条件のもとで尊厳死を肯定する意識傾向
があった。医学生の終末期医療に関する意識に影響する倫理的感受性の形
成は、医学知識と臨床課題の有機的かつ往還的教育方略の工夫が求められ
る。「自己」「他者」に関してその時に何を尊重して判断するかを医学生自
身が認識することを通して倫理的感受性を豊かにする新たな教育の質を
高める努力が必要である。文系学生においても終末期医療の現実を知るこ
とや安楽死・尊厳死を考える教育が必要であると思われた。 
 
